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なった(野口， 2002) (江口， 2000)。その中
で、必然的に「聴き手」が臨在することの重







ようになった。 EB M (Evidence based med 
icine，以下 EB Mとする)を補完しようと































て結びつけること(江口， 2001/1994) 0 
2 ナラティヴ CNarrative)
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看護師D それ もう ずっとですかひどなったりしてます?


















「なあ まあ がんちゅうたらなあ どこ悪
いんやいうたら わいがんやいうて」という
言葉の意味に“私と同じ病気がん"という意













































照)。対話 2では、患者 Eでは 15分、看護師
Bでは45分であった。対話 3では患者 Fでは




看護師 時間 患者 時間
対話1 A 100 
E 
26 
対話2 B 45 15 
対話3 C 40 17 
対話4
ド
D 41 26 
3. 物語として可視化した対話場面



























( 2 )看護師 Aの物語













































2 )対話 2 r看護師 Bと患者 Eの対話l
【私の病気はがん】








































は、大阪の方に、大阪」という言葉で、自律が回らず聴 いることを知ってほしかったんです o ] 










と不安になる」と聞いてみました o 】 ますか」と聞かしてもらいました。また、続きをしゃべり
3 )対話 3 r看 護師 C と患者 Fの対話j はったんで「うんうん」と相づちをうって聴いていました。
【経験したことがある検査】 まあ、あんまりしゃべりたくないのか、なんか、期待した
「はし汀 「はしリ という返事が多い中、 「は ほどすらすらとしゃべってくれはらなくて、「したことあり
い あの知ってます」という言葉での反応に、 ます」に対して「ああしたんですか」と確認だけの対応に
何らかの意味を感じた場面。 なりました。その時どうやったかなと、今、思うと、まあ、
( 1 )患者 Fの物語 「その時は 大丈夫ゃったんですか」という私の質問
<この時の会話の特徴は、看護師Cが検査の説明をし、 Fさ に、「大丈夫でしたjという返答だったので、そんなに気
んが「はし、JIはしリと答えるという特徴がありました。つ にとめていることもなかったんです。]
まり、どちらかというと看護師が一方的に話し、 Fさんの言 4 )対話 4 r看護師 Dと 患 者 Fの 対 話J











ました O さらに、検査は病室で行われる、先生がする、 9 食事の量と便が出たことと回数を間いてくるので、いつ
時から始まる、採血があると説明が続きました o 私は以 ものように答えました。足の痛みを聞かれたので健康サ
前、健鹿診断で糖尿病の検査を受け、糖尿病はないと ンダルの突起により足の裏が少し痛いことを伝えまし
言われたことがあります。その時の検査を思い出しなが た。次に自のことを聞かれ、長年感じているまぶたの違
ら、説明を聞いていました。そして「砂糖水を飲む」とい 和感のことを話しました。違和感は 14悶 5年前から始ま























































































































ことを意味する O つまり「語る J 1聴く」と
いう患者・看護師の相互行為が実践されてい
ると考える O









































































るo N B M (narrative based medicine)を
論じる中川は r5 W 1日を問う Jrどうなっ
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